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第 3 章は筆者がはじめに開発試作を行った全トランジスタ化 256 チャンネノレ波高分析器についての
べたもので，磁心マトリクス・メモリを用い従来の真空管式にくらべ容積を約半分になるよう小形






















(1) 256 チャンネノレ波高分析器を全トランジスタ化し， 記憶装置を磁心マトリクスで構成せしめて小
形，高性能の分析装置を試作した。
(2) ラムダロケット塔載用 16チャンネノレ波高分析器を開発し，テレメータリッグを可能ならしめた。
(3) 高速現象解析用のものとして遅延サンプリング方式時間分析装置を提案し，実際にこれを試作し
て臨界実験装置において，熱中性子の熱化時間を測定した。
(4) 多元パラメータ解析装置の開発についてその問題点を解決するいくつかの方法を考案し，試作し
て実験を行った。
以上の結果は原子炉工学，計測工学の分野に貢献すること大であり，本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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